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．　f・　’！…’・tt．，、・・t’　…　t・’発足当時ほ・事例燃会と燃した

　、官分たちの館℃行なう三孝事務が，’、が，第1i向から参考事務研穽会と改
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一弛の騨豫機関が画く鰯冠してぐれ為のtt近に砥都立中央図書館り参加を見るに／t
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・使について†分理解できて恥る灯ちうtt　とシ『1より，一相互9）協巾孝理触を深梅，

・か。、補助・ト『「ルがう一，k・＜作成され：プ　　業務り内容を充実させるかたわら，館
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蜘岬8年1第喋）が刊行され，参考灯づ臆ミ弓になわ藩論頗も藩

論r木きな憐を樋すrζ噛・軽に声を紛議ととをみても・こ．
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う…「京阪勉区4鯵考事群鮫．翻酪館あてテーマに関する参考嘉
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・館は．，それらを集約してみたたび各館

へ例会前に配付する。各館け，他館の、

．事例をあらかじめ検討し，例会に臨む「

のである。例会では，ζ’の資料を中心

に・賃疑応答炉繰り返され・1事例解決

への過程を研究する。解決事例につい

ては，，解決に役立った資料の説明，そ

の他関連する参考資料の紹介，’また未

解決事例については，どの時点までり

調査が可能であり，木可能と断定した

・時点の説腸ざらに同一事例にv？いて

解決にいたった館があるなら，そめ方

法，資料，経過など，、逐次検討され∴

研究内容に肉つげされてい、くρtt．

　例会テーマの設定はダー応主題別に

したがってi　「人文・社会科学」「「自

鷲講説あ聾斜
ザ・順流施する・確が？綱会に
参加する館員はゴそれぞμφ館にオ『い・

で，テーY’ap内容に最＄関連の深い担

当者が中心になる。

　やがて咋阪府立は・・主踵別閲覧制度＝

の10年目を期して，その反省と将来に、

おける参考奉仕体制の充実を目指して

『参考事務必携』を公たし，．館界の意

見を問うに至った。ことたζの種ρ必，

携は，1その必要性が常に説かれながら・

’も，具体的な作成要領が示されておら

　ず，また実例が歩なく，作成者セごとら

　ては・ま？たく暗中模索≧試行錯誤の

　連続であり，実に苦しい作業で［’あら「
tt

ﾈ9かし諦がいかなるもの鱗
　っても，だれかが一1一一・・石を投じなけれぽ

　という螂・意欲となつ．て現わ褐にN，．・・

’たった。こ．の作業を通じ℃担当者各自

’＼が得準体験に・・実に貴重なものであっ

　てジ参考事務に関する考え方と理解の

　．面，’ある駆は今後における参考事務に

　従来以上の大きな自信を学びとったこ

　とは大きかった。

　　第10回以降の研究会は，参考事務の

　．定型化を求めて，大阪府立の必携を叩

　ttき台にし，1部門ごとに進められてい

　る。

　　3研究事例

　　累灘れた過去の事例は非常セ≒多．．

　く，また難易マチマチで変化に富んで

　いる。事例集の刊行が話題に上ってい・

　るが，いま本稿をまとめるにあたって

　振り返ってみると∴苦労したなあど思

　，う反面，その実績が私たちの自信と勇

・気づけに大きく役立みていることを浦

　感ずる。

　　次舞・事例の一部を再編：し規の：

　．であり，、．ご参考茸でに紹介し一tsく。．

、’ i1）解決できた奄の　．（人文，社会デ自然の順）　（大阪府立図書館の分のみ抜粋ゴ
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i／照照要旨 ・処 理 経　　過、

な言葉で，’ ｻめ辞書1
■カミあるカ、る　・　・．．、

②1古今集の英訳は塗

　レきカも　　’tt　2τ：　’．

③ツラン・F’　’；ベル

　ジュラヅクはどれだ

．け映甲・演劇に塗ゴ

　てい一るか。’・’t，

④tt団地居住者の生酒

　水準。「『

補助資料・参考資料ee1，，

　．！k　，p’「チ＝．　．g（ヂペミア語〉」の項おりρ．

　：Erigli＄h－Czeck・and　Cze’ck－English　dic一

．ゆ・ry㌧」『・1一、ゾt　tt．’t

②布河享喜，高津春繁編r世界言語概説』

　　（研究社），t’t索引によりチェコ語ほ慨シア’

諦壇ズ約項陣り6，　’・

④　洋書目録になし。、

②・三河匹田嘲蜘賦し・．・
③：tt『躰関係鰭轄リLズト』、殖塗し・

④関西大学図書鯨㌧r臼：奉文学め外国語訳展

示目録』tlr“E・・ly　J・p・P・・e　pP・lrl’など4

’点あるカ㍉いずれも：本館tlt所蔵せず。、

㊧相諜室で新聞記郭ζ記憶あ房補助トウ

．÷ル「新附辣弓叶聴咽書館の項
　；古今集の英訳越潮岬騨5・F・3・一
①tt『世界映画作品大辞典』（キネマ旬報社），

・・に @・tt　一tr』∵．’1∫、‘－1　．，’，t

②　・r演劇百科大辞典』「（平凡社＞ttにより，

　』日本の初演，額甲六福翻案f白野弁十郎！．

　大正15年11月，、新国劇　邦楽座。

⑱三井ナッグ「脚木差料1㍗∴ド陣用「

岬本名．シ勿rあて7部抽lli，・した・叉

騨氏26岬年噸碍騨を発早・
㊥分類曝により図謎発見9i

藁葺雛菊馨誌糊」lrl季7

．⑤　株券に関し東証の

　上場規程が変わらだ

　というが・；1霊徳容、

　ト』を知りたい。噛

’⑥．叫手線多寄g）R．近

　における乗降客臣♂．

　市河・’斉藤文庫自録

，『』

坙{関係新着洋書リ

ス，［

　，関西大労図書館「則

本女学め外国語訳展示’

月録」　・　－旨　．、

，・ V聞講索弓じ層・
　　　　　　iE　N

　タナ・ク「脚本資料・

，カrド」’t

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、r団地のすべて』生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活科学調査会編’（医歯

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　薬出版）・招38

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「住宅団地の施設と、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民の意uaJ，’（『国民生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　活研究』．7巻7号）tt

上記「雑誌記事索引」tl≒より関係記事発見　　「有価証券上場規程

　　　　　　　 『　，㌧駒郷改正に？叶
　　　　　　　「　　　　　　　　　　　て」（『証券月報』259）

④．東京都内Q線だから『車京都統計年鑑」

∫セrよ殊客緻が糊・［・・．．．．

◎騨のと嘩ざ蓼や画『統諌
　　　　　　　一　in’　66　’r

　「国鉄り駅別乗車人

員．昭和43年度J、（r第

20回東京都統計年鑑∫，

．　／



賢口腔・R’ 処 理 経．　　過

　　　　　　　　　　　蕪難岬郷碑の昭灘婁鞠

　　　　　　　　　　・磯　上記鳳いずれも乗客数であったが・』乗人員」（r統計東京』168）
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儲謙∴醗三舞三六朔　曲
，㌘略働②蔀㌍し畔半幌ウ轡’
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　　　　　　　　　　　疲晒噸鹸索する臆し・tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、喚』’

　　　　　　　　　　序蹴獅r畔騨灘、

・⑨翠湖の湖醜⇔’初もφずばりの酬愈罷湖噛濡鼠関嬬介．
　　　　　　　　　　　す確守に醜し・ttt．

　　　　　　　　　　㊥額図燃し蜘つ漁会％近畿地方

　　　　　　　　〆　謙開平喰裡る腱設省悩乱主事
　　　　　　　　　　　，事務醐鼎（蝉市御殿脚3二・・）．に

　　　　　　　　　　　あり溜介を受く・　’　…

礫1灘鵜欝欝馨麓賑寝無漏
一回D㌍灘鰹鷺熱蔑鷲餐監
　　　　　　　　　　　．瘡毒麟驚たlr報酬

　ロ

駒酬惨願鱒、
　　　　　ゴ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　P

・一 ﾌ未鰍とな？たもの．（熟蚕面り齢により自然科学の分の匁づ、〔鱒のもの抜粋〕、

、

質　　問　　要　　旨 処 理『
経
． 過

・②円周率・…位郭瀞るゆ
・．il＠　L

　　緯の防炎加工ゆ虞の規格

1③三三回忌　一一一

、； Cヤー幻ゆ水醐制ゆレ・て

三回忌では・曝で・ご，』・’」

6’J　ISになし1②蛎プ一億業関廉も勧
明にいど濃州卸・霜食喋際、（ア・・男》は

齢善戦購1轡∵麟空調宙文醐
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一、質’　問・　要　　∴旨． 処 理・ 軽
・
過

⑤慶長以後廃鉱にな6た鉱山の『

「抗道図について。

・⑥・ヅ⑳・ポ野獣要ず．．
　・る日数6

⑦　究》ン）｝rチが体と羽とρ関係①

　・で飛べないはずという説は？

即篤し・③咬害、・難工学大和』には・7
ランズの些般的な規制のみで，セーヌは記載なし。’

，丁零渡金銀山の史話』，『日本科学技術史』，『目本産業

史大系』，各鉱業所の社史等を見たが不明。

　　　　　　　　　　　　　　　　　昆虫記関係を調べたが，その事実は発見できず。②

　　　　　　　　　　　　　　　　雑誌記事索引よ，り「昆虫の飛行艇め機能を追って」

　　　　　　　　　　　　　　　　（『科学司19弓吻があ、つたカミ・クマがチに関してな、

　　　　　　　　　　　　　　　　　《・湯冷が0ゆ・d，大学P・i・gl・g・・upゆ醐…

　　　　　　　　ゼ』暫　　　　　’含わせ不可能・』，

：⑧土中lmの所噛る鉛管吐＠一読木工噺雌関係の資料照照たが不明，⑫

週t唖量がQ？場含・鉛後日・偶然辱膿学会報』第20巻に「楽毛岬
　管を受ける圧力はいくらか。t／　プラスチックパイプの強度に関する研究（第2報）ト．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ラク．ダの踏圧による影響」鯵考となるデ」歯面．

騰駅の設計

㊧・誰轡翫どで飾摘df・①躍管理蝉騨嘆料観たが発見で就tt
　cycleとはど「ういうことか。　　，②　　　　　　　　　　　　　　　　灘畔撃墜ど嚇興㍗嚇もでてい．

．r’　．（きだ・．はる参六陳府立図書館天主寺分館奉仕課長）、

　　　レフ・レ傭例i、　∫騰印記職聯修史図引で

；舟日記抄図引合渇㌧・ゴ1減職燕驚P蘇巨5齢じ

　　　　　　＼1．　、　　／　・　’・・「　、，ズ謄写したものと説明レでし渦が・そうで

∫、当騨蔵本は・全8冊のう梯、珊歓　・・はなくそ海舟か野史館ぺ曜醍出、し「

べ・もめで卒るカ1・勲章書房版全集巻絹の写　ttたことがあらてP．ぞ塵を二三館でに・．抄録

真掲出本ζ体球潜全くr“’k致して悟る・’、こり』r　　写本を2部こしらえゆ『「部を勝家へ汁気

盤螺繰締凝臥1越灘翻御感1
や鉾録本に目賀田男爵家1¢）旧蔵本で修史館‡，．，tttt当館が購求し泥めば」，明治35年6月10一




